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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第78号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期）

　同窓会員の皆様には、本校の
教育活動に対して厚く御支援を
いただいておりますことに深く
感謝申し上げます。今年度は特
に、本校創立60周年という節目
に際して、同窓会の方々から、多
方面にわたる御尽力と御配慮を
賜りました。お陰様で周年記念
事業を終えることができまし
た。職員一同を代表し、重ねて御
礼申し上げます。

  令和３年度に、ＰＴＡ、教育振興会、同窓会、学校によ
り組織された実行委員会が立ち上がり、プレ事業として
髙橋大輔氏の講演会及び先輩と語る会、ピアサポート講
習会、マフラータオル作製を行いました。今年度は、在
校生から募集したキャッチフレーズとロゴマークを記
念事業のシンボルとしつつ、同じく創立60周年を迎える
由利工業高校・大曲工業高校との野球・バスケットボー
ル・サッカーの交流試合をはじめ、剣道招待試合、エンパ
ワーメントプログラム（外国人留学生との交流事業）、記
念誌編纂、秋田コアビジネスカレッジの御厚意による記
念動画制作、そして10月15日には秋田芸術劇場ミルハス
において記念式典を挙行し、同時期にアトリオンで開催
した学校展にもたくさんの方々をお迎えすることがで
きました。同窓会の皆様からは、60周年記念事業費とし
て協力金をいただいたことに加え、エンパワーメントプ
ログラムへの補助、12月の吹奏楽部名古屋遠征への補助
を独自にしていただきました。いずれも、同窓会員の皆
様の母校への熱い思い、後輩たちへの温かい気持ちが込
められたものと感じております。本当にありがとうござ
いました。
　さて、昨年９月のことでしたが、鈴木力雄さんから声

をかけていただき、初代校長信太四郎先生の没後50周年
の墓参に参加させていただきました。当日は抜けるよう
な秋晴れの空の下、車４台に同窓の方々と学校関係者合
わせて15人が分乗する形で、美郷町六郷の広照寺を訪れ
ました。一期生の方々の口からは、当時信太先生が矜持
をもって学校運営に当たられていたことが語られ、私自
身、身が引き締まる思いを新たにするとともに、開学当
初の南高が地域の期待と注目を広く集め、活力ある学校
として歴史を歩み出していたことが偲ばれ、私にとって
思い出に残る一日となりました。
　同窓会の皆様の目に今の南高校の姿はどのように
映っているのでしょうか。私は、平成３年度からの６年
間、旧校舎時代の南高に勤務し、昨年度23年ぶりに校長
として戻ってまいりましたが、中高一貫教育校として中
等部を併設し、スーパーグローバルハイスクールとして
の輝かしい実績を手にした南高は、私の眼には当初全く
別の学校のように映りました。しかし、この２年間の中
で見えてきたものがあります。それは、授業や部活動と
いった既存の学びに、ＳＧＨを経て充実された本校独自
の探究活動が加わることで、日常の学びが内面的に体系
化され、相乗的に思考力や表現力を高めているという南
高生の姿です。この南高独自の組織的な学力育成のシス
テムが、南高の伝統である文武両道の継承を実現させて
います。特別な進学対策によるものではなく、日常の学
びの積み重ねを重視する南高の指導スタイルが、文武両
道にわたる全国レベルの成果を生み出しています。南高
のよき伝統は今も息づいているのです。
　同窓会の皆様におかれましては、今後とも変わらぬ御
指導・御支援のほど、よろしくお願い申し上げます。そし
てこの２年間、お世話になりました。本当にありがとう
ございました。

秋田県立秋田南高等学校・中等部

校長　伊　藤　雅　和感謝あるのみ
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■挨拶要旨
秋田南高等学校創立60周年記念実行委員会会長

同窓会長　山岡　緑三郎（３期）

　県立秋田南高等学校創立60周年記念式典の開会にあ
たり実行委員会会長として御挨拶申し上げます。
　御来賓の皆様にはご臨席いただき御礼申し上げます。
また、表彰される皆様には、心よりお祝いを申し上げます。
　創立以来、校訓「獨立自尊」の精神と文武両道の道を60
年間歩み続けてきたことは、教職員はじめ関係各位の皆
様の並々ならぬ熱い思いの結実であり、そのご尽力に対
して心からの感謝を申し上げます。 
　2015年「スーパーグローバルハイスクール(SGH)」の指
定を文部科学省から受け、2017年『SGH甲子園2017』で最
優秀賞を獲得し、シンガポール国立大学での大会では最
高賞の「ベストプレゼンテーション賞」を受賞しました。
2016年中等部第１回入学式が行われ本校は中高一貫校
となりました。その６年後の中等部１期生が卒業した今
年、その成果は素晴らしいものとなり、県内トップクラ
スの進学校の地位を揺るぎないものとしました。
　野球は５度目の甲子園予選決勝でした。残念ながら
２年連続の準優勝でしたが立派な成績です。吹奏楽部
も全国大会での金賞を期待しています。
　また、記念事業の野球、サッカー、バスケット、剣道部
の記念試合を見せていただき元気をもらいました。

　母校創立60周年記念式典が昨年10月15日、新装なった
あきた芸術劇場ミルハスにおいて行われました。新型
コロナ感染対策を万全に施し在校生、同窓生、来賓等約
1,300人が出席。ミルハス初体験の人も多く会場は華や
いだ雰囲気に包まれました。
　式の進行はすべて在校生によるもので、生徒発表も
含め、その内容のすばらしさに胸を打たれました。お待
ちかねの吹奏楽部の記念演奏では天野正道さん作曲の
創立60周年「記念曲」に酔いしれ、OB・OG一体となったス
テージの迫力に度肝を抜かれ、まさに「ブラボー！」と叫
びたくなる素晴らしい60周年記念式典となりました。

60周年記念式典

次　　第
1　開式のことば

2　国歌

3　校長式辞

4　実行委員会会長挨拶

5　来賓祝辞

6　生徒代表挨拶

７　キャッチフレーズ

　　・ロゴマーク紹介・表彰

８　感謝状・表彰状贈呈

９　目録贈呈

10　校歌

11　閉式のことば

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期）
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■ピアサポート研修（９月14日）

生徒インタビュー
・「相手が今後どうするかを考えて援助して行くことが
大事だと思う。将来に役立つと思う。」
・「思い込みや先入観を持って支援を行うと相手の意を
十分理解することができない。常に共感して受け入れる
ことを大切にして人と向き合っていきたいと思う。」

60周年記念事業

■ビブリオバトル 2022 in AKITA
　1 1月 2 3日にビブリオバトル i n 
AKITA2022が行われ、中等部１年の山田煌
真さんが出場しました。県内各地区から
地区大会を勝ち抜いた中学生７名、高校
生７名の発表者（バトラー）が出場し、ミ
ステリー、恋愛小説、純文学など様々な
ジャンルの本が紹介されました。山田さ
んが紹介したのは『府中三億円事件を計
画・実行したのは私です。』という、実際に
起きた未解決事件をモチーフとした小説

です。事件の核
心に迫るかと思
わせて重要な部
分を明かさず
に、登場人物の
関係性などから
この本ならでは
の魅力を伝えて
いました。ディ
スカッションタ
イムでは他の
中学生たちからも感想を交えた質問があ
り、大いに盛り上がりました。

秋田南高等学校学校司書　杉山芙美子

■60周年記念タオル発売中
１枚 1500円 500枚限定販売
申し込みは南翔ホームページから

■住所変更届け出のお願い
　引っ越し、転勤等で住所が変更になる
方はご面倒でも南翔ＨＰ「同窓会名簿変
更依頼」より届け出て下さい。送付した会
報が戻ってくるケースが頻発しておりま
す。ご協力のほどお願いいたします。

■剣道招待試合（９月５日）

 
教育振興会会長　佐川日奈子氏（吹奏楽部OG・20期）の 
「南高・愛工大名電高ジョイントコンサートを聴いて」と題した 
寄稿を掲載中。ぜひ、ご覧ください。

南翔ホームページからお知らせ

1

編集部員募集
　同窓会会報部会では編集部員を募集しています。会報は年２回発
行。資格は同窓生ならどなたでも。経験不問。また、同窓会報用の情報
を募集しております。「活躍するOB•OG」等県内外で活躍されている同
窓生の方々をご推薦ください。同期会、クラブＯＢ会の開催案内も南
翔ＨＰに掲載しますのでご連絡ください。　　　 
連絡先アドレス：info@akitaminami.net

秋田　南翔

剣道形の披露

金森先生とのかかり稽古 伝統「エール」 OBを含む審判の方々
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私とドイツと弁護士と
はじめに

　私は、東京にある弁護士法人AK法律事務所で弁護士をし

ております。弊所は、特許や商標、著作権等の知的財産に関

わる事件、企業の広い問題に対応する企業法務がメインの

事務所です。私自身が個人で受任する際は、企業法務関係

ももちろんですが、倒産、交通事故、不動産、相続等、個人の

方の事件も含めた広い分野に対応しております。

私の高校生活

　高校時代はラグビー部に所属し、正直学業の方はずっ

と低空飛行でした。受験が近づきオープンキャンパスで

訪れた京都の大学を志望するようになり、ようやく勉強

をしなければと自覚し始めました。ラグビー部は花園予

選が10月まであり、部活引退が遅く、それが逆に危機感

を持たせてくれ、最後は急に勉強に燃え出したのを覚え

ています。

弁護士になるまで

　私は京都の大学に通い、ドイツ留学を経験、札幌の大学

院に行き、司法浪人もしてようやく弁護士となりました。

南高ラグビー部でのきつい練習にも耐え、忍耐力を培っ

たからこそ多くの試験をクリアしてこれたと思います。

　弁護士を目指したきっかけは少し変わっていて、ドイ

ツ好きであったことが関係します。幼少期に父の仕事で

ドイツで過ごした時期があり、高校時代もドイツでホー

ムステイを経験、大学で留学もしました。

　ドイツ人は、真面目なときはとことん真面目に、議論

好きで自立した考え方を持っていながら、一方で遊ぶと

きは目一杯楽しみ、パーティーも大好きという、メリハ

リのある生き方をする方が多かったです。これまでには

全くない価値観に触れたことで、その後の生き方にも大

きな影響を受けました。もちろんドイツには美しい歴史

的建造物も多く、綺麗な街並みをバックにライン川やド

ナウ川等の雄大な川のそばでコーヒーを飲む時間は本

当に最高でした。

野村　信之（42期）

　留学から戻った頃、何かしらドイツに関わる仕事をし

たいと考えていたところ、いろいろな本を読む中、国際

弁護士の方の本に出会いました。これをきっかけにドイ

ツ関係にも強い弁護士になることを志しました。現在も

ドイツ企業や、ドイツ関連の友人を介したご依頼もあり

ますが、こちらの分野の専門性ももっと高めたいと考え

ております。

弁護士生活について

　弁護士の業務は、企業の依頼者については、社運を賭

けた事件、法的な部分の最後の判断を任されるという重

責を担います。個人の方は、基本的に人生の一大事の助

けを求めてお越しになります。仕事の責任は重大なもの

で、だからこそ徹底して緻密な仕事をしようとしており

ます。業務量も膨大になることも当然であると考えてお

り、ワークライフバランスという言葉とは正反対に生き

ております(企業の方にはコンプライアンスを守ること

を求めながらこのようなことを申すのもいかがなもの

かと思いますが)。

　弁護士をしておりますと、たくさんの企業の運営、個

人の方々の人生に関わっていきますので、苦労も多い分

やりがいも一入です。弁護士を続けていくためには、体

力もそうですが、事件全体の事実を把握した上で法的に

有利不利な事情を整理する知力と、どんな事件にも臆せ

ず戦い続けられる強いメンタルも必要だと思います。周

りに弁護士の方がいれば、依頼者のために修羅場を掻い

潜ってきた方たちばかりのはずです。

　若い卒業生の方には、人の幸せのために仕事ができる

弁護士は挑戦する価値のある仕事だと思いますのでぜ

ひ目指してみて下さい。また、卒業生の皆様がお困りの

際には、気軽に相談していただければ幸いです。

TEL:018(846)0977　FAX:018（846）2469
E-mail:info@fru-ru.jp

ホームページ:http://www.fru-ru.jp

24期E組卒

ドイツ留学中、旧友とパッサウ市にて
背景はドナウ川と聖シュテファン大聖堂

株式会社

フィデア情報総研
参事 （第14 期Ｉ組卒）金澤 邦雄

執行役員 （第18 期Ｇ組卒）三河 雅則
（第19 期Ｉ組卒）加藤 尚之

データセンタ事業部長

医療福祉部長

民需営業部長

（第19 期Ｉ組卒）菅原 英樹
（第24期 D組卒）冨樫 　卓

〒010-0951
018-883-0200 https://www.fir.co.jp/

秋田市山王三丁目４番23号

ＩＣＴの利活用で地方創生に貢献します

参事　金澤  邦雄（第14期Ｉ組卒） 

執行役員　三河  雅則（第18期Ｇ組卒）

総務部長　谷藤  佳代（第18期Ｄ組卒）

経営企画部 SeMa　加藤  尚之（第19期Ｉ組卒）

公共営業部 SeMa　菅原  英樹（第19期Ｉ組卒）

民需営業部長　冨樫      卓（第24期Ｄ組卒）
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前教育振興会会長　鈴木力雄（５期）
　飲水思源
　―井戸の水を飲むとき、井戸を掘りし人忘れる勿れ－
これは10年前の墓参にあたって、母校の歴史に初めて鍬
を入れた信太四郎校長先生を偲び同期の真宗大谷派浄
弘寺住職 矢田正康さんが言った中国の諺です。矢田さ
んは、今回参加できませんでしたが創立50周年に初代校
長の墓参を相談した時を思い出します。

信 太 四 郎　信
しんぎょういんしゃくじょうきょう

楽 院 釋 淨 教　1972年7月9日卒

　創立60周年記念式典を１か月後に控えた9月10日（土）
に山岡会長、伊藤雅和校長、元校長佐藤利正先生、深井副
校長に１期生の石山博茂さんから27期生の石川聡教諭
（野球部監督）など総勢15名が墓参に参加した。
　墓参を企画しているときに今年が信太先生の没後50
周年と分かり、広照寺 藤井隆志住職に相談して50回忌
法要を営んでいただいた。
　初秋とはいえ暑さの厳しい日でしたが、皆がその暑さ
に負けない思いを込めて合掌、焼香した。
　お昼は、住職を交えて関根屋さんの牛めし弁当を頂き
ながら先輩達の開学当時の逸話に耳を傾けた。「信太校
長先生は“南高校は勉強”と公言したと当時の多くの恩
師から聞いている。これは今も南高校に生きているのだ
ろうか」ということが話題の一つになった。
　元教頭岸信夫先生と話した際に聞いたことですが、開
校間もなく開催された第一回PTA総会で「秋田高校は野
球、秋田工業はラグビー、秋田商業はサッカー。南高校は
何に力を入れるのか」という保護者の質問に信太校長先
生は「南高校は勉強するところです」と即答したとのこ
とだ。
　墓参は今回で３度目になりましたが、その都度母校の
歴史を振り返ると信太先生の第１期生入学式の式辞で
述べた「獨立自尊の精神・青年の夢を育てる」が南高校の
バイブルだと思っている。

・老蝶や青春の夢道半ば

・清
きよみず

水の郷の墓前に額づきて「獨立自尊」六
む そ と せ

十歳此処に

株式会社 宇 佐 見 経 営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）

税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195

初代校長　信太四郎先生　墓参記

　元同窓会長
松木　仁（10期）

　母校の校長であった高田屋敏
夫先生が昨年８月29日、逝去さ
れました（享年81歳）。
　本校は中高一貫校として順調
に発展しています。進学面では国
公立の超難関大学に複数名の合
格者を出したほか、部活動でも野
球部は夏の県予選２年連続で決

勝戦まで進み、甲子園出場まであと一歩のところまで来
ています。まさに文武両道の実績を上げております。そ
の礎を築かれたのが20年前に本校校長だった高田屋先
生であったと思います。先生は第十三代校長として本校
の発展のために尽力されました。同窓会長としてご一緒
させていただいた関係から先生との思い出を綴らせてい
ただきます。
　平成９年４月に新校長への挨拶に伺った際の先生の
第一印象は低音の響く声のちょっと怖そうな方、という
ものでした。その後、お付き合いを続けていく中で実は
大変話しやすく、思慮深い温かい気持ちを常にお持ちの
方だとわかりました。
　当時、平成13年度に創立40周年を迎えることから準
備が行われていましたが、先生は「打合わせが終わった
ら校長室に寄ってみれ」と気さくにお声をかけてくれた
ものでした。そして、本校が秋田県の高校をリードする
学校にならなければならないという目標を熱く語られ
ていました。
　時あたかも21世紀に変わる時期。キャンパスを思わ
せるような威風堂々とした新校舎が完成し、さらなる飛
躍に向けたターニングポイントでした。先生は南高校の
あるべき姿に向けての土台作りを着実に実施されまし
た。その一つとして国公立合格者が初めて200名の大台
を突破し、203名という結果を出しました。これは進路
指導においてまさに大きな一ページであり、当時の教職
員と３年生の努力はもちろん、高田屋校長の類い稀な
リーダーシップを抜きにしては語る事は出来ません。
　これを契機として、本校の国公立合格者数は順調に推
移し、質の面でも難関校に合格者を多数輩出して県内で
もトップクラスの進学校としての地位を築き、更に発展
していることは衆目の一致するところであります。
　高田屋先生のご功績はこの紙面だけでは語りきれま
せんが、これまでの母校へのご尽力に感謝するととも
に、心よりご冥福をお祈りいたします。

合掌

【追悼の記】
　   第十三代校長　高田屋敏夫先生を偲ぶ
　　　　　　　　　令和４年８月29日　逝去
　　　　　　　　　在任期間　平成９年４月～平成13年３月



第78号秋田県立秋田南高等学校同窓会会報令和5年2月28日（6）

■野球に打ち込んだ３年間を振り返って

武石：これまでの野球人生で決勝まで勝ち上がったとい
う成功体験ができたと思っている。監督に叱られても前
向きにとらえ、達成感を感じている。
古畑：主体性を持ってプレーすることをモットーとして
いた。その結果、何をしなくてはいけないのかや何が足
りないのかなど自ら取り組むことができるようになっ
たと感じている。
中山：仲間の大切さを感じた。練習メニューをチームで
決めて進めていかないと大会で結果を残せない。決勝ま
で進んだのはチームワークがあったからこそだと改め
て感じている。
梶原：冬の練習の厳しさは特別なものがあったが、辛く
てもやりきることが身についた。勉強のやる気が起こら
なかったり、嫌だなと思う瞬間があっても、あの厳しい
練習に比べたら楽だと思えて頑張れるようになった。

■マネージャーには選手たちはどのように見えていたか

菊地：みんなの目標を知っていたし、私たちも手伝いた
いと思っていた。それでもなぜこんなに頑張れるのかと
思っていた。試合ごとに強くなっていくのがわかり楽し
みだったし、選手たちを尊敬していた。学年に関係なく
仲が良く主体性があり、指導者たちに頼るのではなく自
分たちで話し合い、考えて改善に取り組んでいた。
佐々木：うまくいかない時も諦めずに細かいプレーを大
事にしているチームだという印象が強く残っている。夏
の大会では怪我をした選手もいたが、一致団結してみん
なで乗り越えて強くなっていった。私も団結しているそ
の中にいることが楽しかった。

■将来について

梶原：工学部への進学を目指している。将来は宇宙工学
を研究したいと考えている。
中山：社会に出たときにコミュニケーションが大事。細
やかに対応できるよう努力していきたい。
古畑：野球はここで終わりと決めている。チームメイト

とはこれからも交流していきたい。
武石：野球はここまでと決めていたが、いざ野球をやめ
たら恋しく思うようになった。将来草野球などで続けて
いきたい。
菊地：小学生の頃から野球に関わってきてスコアをつけ
たりマネージャーの仕事が楽しかった。大学生になった
ら海外留学したいと考えていて他にも勉強したいこと
が見つかるかもしれないので勉強に力を入れたい。
佐々木：具体的に何になりたいかは決めていないが、大
学生になったら英語の勉強に力を入れ、アルバイトもし
てみたい。

■後輩たちへアドバイス

梶原：結果を残すために最後は気持ちの部分が大きい。
日々の練習を忘れることなくやり切ってほしい。
中山：努力していることを大切にしてほしい。努力して
監督とも向かいあい頑張ってほしい。
古畑：仲間を大切にしてほしい。辛いことがあっても仲
間がいればなんとかなるから頑張ってほしい。
武石：高校野球はきついが、その中で楽しいことを見つ
けてほしい。楽しいことがあればきっと乗り越えていける。
菊地：１、2年生のマネージャーは仕事ができて気が利く
人ばかり。マネージャーの仕事は多いが、選手のために
今何ができるか、何をすべきかを考えているはずなので
仲良く選手たちを支えていってほしい。
佐々木：選手たちだけではなくマネージャーも一致団結
して絶対に勝つという気持ちを大事にしてほしい。

日本大学理事長で作家の林真理子氏の著書に「野心のす
すめ」と「成熟スイッチ」がある。どちらも著者の人生論
ではあるが、野心を持つのも努力が必要だし成熟してい
くためにはたくさんの人と出会い、影響を受ける人がい
るはずだ。努力するのは大変なことだが、高校３年間の
努力と仲間たちとの絆は財産だ。みんなの将来が輝いて
いることを願っている。

取材：雅樂代昭子（16期）

　　前列左から：佐々木雫葉、菊地珠羽 
　　後列左から：中山蓮翔、武石陽太、古畑元暉、梶原彩人

INTERVIEW
熱戦を繰り広げた夏の甲子園秋田県大会から 
５ヶ月余り。 
厳しい練習を乗り越え、やり切った選手たちと 
チームを支えたマネージャーたちは気持ちも 
新たにそれぞれの目標に向かっていた。 
野球にかけた３年間を振り返り3年生代表の 
４名とマネージャー２名に心境を聞いた。 
　　　　　　 
　　　　　　　インタビュー：2022年12月1日

野 球 部 　3年生

1

～秋田駅とともに120年～



第78号 秋田県立秋田南高等学校同窓会会報 令和5年2月28日（7）

運 動 部 活 動運 動 部 活 動
硬式野球部
第74回秋季東北高校野球秋田県大会
　２回戦敗退　２-４角館　
サッカー部
第101回全国高校サッカー選手権秋田県大会
　ベスト４　０-10明桜
バスケットボール部
第75回全国高校バスケットボール選手権大会秋田県予選会

（ウインターカップ）
　女子　１回戦敗退　49ー80大館国際
　男子　ベスト８　　57ー83秋田工
全県新人戦
サッカー部　２回戦敗退　１-３新屋
陸上競技部
女子　総合　優勝　フィールド競技　３位　混成競技　２位
　　　100m	 	 ６位　吉田小都子
　　　400m	 	 １位　吉田小都子
　　　800m	 	 ８位　大野　咲子
　　　100H	 	 ３位　相場　心
	 	 	 ５位　加藤　霞
　　　400H	 	 ５位　相場　心
　　　4×100mリレー	 ４位（二階堂、吉田、相場、加藤	）
　　　4×400mリレー	 ４位	（相場、須藤、大井、吉田）
　　　棒高跳	 	 ２位　三浦　真子
　　　走幅跳	 	 ３位　二階堂陽依　７位　船木　美波
　　　三段跳	 	 ３位　二階堂陽依　８位　船木　美波
　　　砲丸投	 	 ４位　櫻庭　朱里
　　　円盤投	 	 ４位　大島　琉依
　　　混成七種	 	 ２位　須藤　彩楽　　　
男子　400m	 	 ５位　福岡　蒼生　７位　石井　輔
　　　800m	 	 ６位　阿部　登生
　　　4×100mリレー		 ５位（金森、石井、福岡、岡部)
　　　4×400mリレー	 ４位（石井、阿部、金森、福岡）
　　　砲丸投	 	 ２位　石井　健資
　　　やり投	 	 ３位　岡部　倖也
　　　円盤投	 	 ８位　石井　健資
剣道部
女子　団体　　　３位
　　　個人　　　３位　　　　宇佐見千紘、菅原　陽菜
男子　団体　　　３位
　　　個人　　　ベスト８　　小野寺平良
バトミントン部
女子　個人単２部　１位　　　渡部　真奈
　　　個人複２部　ベスト８　佐藤めばえ・伊藤　凛音
レスリング競技　女子53キロ級	 １位　鈴木　彩音
水泳部
女子　100mバタフライ	 	 ７位　加賀谷　翠
　　　200mバタフライ	 	 ６位　加賀谷　翠
　　　200m個人メドレー		 ３位　金澤　泰子
　　　400m個人メドレー		 １位　金澤　泰子
男子　50m自由形	 	 ４位　村上　隆道
　　　1500m自由形	 	 ２位　高橋　清英
　　　100m平泳ぎ	 	 ７位　甲斐　爽太
　　　200m平泳ぎ	 	 ８位　甲斐　爽太
　　　100mバタフライ	 	 １位　斎藤　彗玖
	 	 	 	 ３位　土田　瑛心
　　　200mバタフライ	 	 １位　斎藤　彗玖
	 	 	 	 ３位　土田　瑛心
　　　200m個人メドレーリレー	 １位　鈴木　大斗
	 	 	 	 ４位　佐藤　時絃

　　　400m個人メドレー		 １位　鈴木　大斗
	 	 	 	 ２位　佐藤　時絃
　　　400mリレー	 	 １位　（斎藤、鈴木、佐藤、土田）
　　　800mリレー	 	 １位　（鈴木、斎藤、村上、土田）
　　　400mメドレーリレー	 １位　（鈴木、甲斐、斎藤、土田）
　　　総合	 	 	 １位
第37回東北高校アーチェリー 選抜大会
　女子団体　優勝
　　　個人　準優勝　佐藤　彩来
　男子団体	決勝トーナメント１回戦敗退
第27回東北高等学校新人陸上競技選手権大会
女子　100H	 	 	 ７位　相場　心
　　　混成七種	 	 	 ８位　須藤　彩楽
第30回東北高等学校新人水泳競技大会
男子　100mバタフライ	 	 １位　斎藤　彗玖
　　　200mバタフライ	 	 ３位　斎藤　彗玖
　　　400m個人メドレー		 １位　鈴木　大斗
　　　400mリレー	 	 ３位　（斎藤、佐藤、鈴木、土田）
　　　400mメドレーリレー	 ４位　（鈴木、甲斐、斎藤、土田）
　　　総合	 	 	 ２位
第75回全日本バレーボール高校選手権大会秋田県予選
男子　ベスト８　0-２横手
第77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」
水泳部　男子　200m個人メドレーリレー　７位　鈴木　大斗

吹奏楽部
第70回全日本吹奏楽コンクール　銅賞
全日本アンサンブルコンテスト第45回秋田県大会
　金賞　木管3重奏
　銀賞　フルート5重奏
自然科学部　
第66回日本学生科学賞秋田県審査　
　県議会議長賞　マイクロプラスチック調査班　
　「河川マイクロプラスチックの現状２～猿田川の土壌や
　　　水生動物に含まれるマイクロプラスチックの研究～」
演劇部
第53回秋田県高校演劇発表会
　優秀賞、創作脚本賞　「macaron」
第30回県高校総合文化祭
　大会プログラムデザイン　最優秀賞　菅野　百花
第43回秋田県高校放送コンクール
　朗読部門　　　　　　　　入　選　堀　柚葉
　ラジオキャンペーン部門　優秀賞　「これは・・・」
　　　　　　　　　　　　　入　選　「世界からWが消えたなら」
文芸部
第40回秋田県高校文芸コンクール
　文芸部誌部門　二席　「岬　第60号」
　詩部門　　　　佳作　平野　緒羽
　短歌部門　　　佳作　本多　快成
　俳句部門　　　佳作　本多　快成
第37回全国高等学校文芸コンクール
　優秀賞　「岬　第60号」　
第55回秋田県高等学校総合美術展
美術部　絵画部門　　　特賞　「pray」伊藤　夏希
　　　　　　　　　　　推奨　「憂い」赤根谷月美
　　　　デザイン部門　特賞　「寄生」松橋　理子
　　　　　　　　　　　推奨　「Life　希望のひかり」舘洞　百音
書道部　入選　菅原　唯、塩谷　優月、山田　朝日、
　　　　　　　川越　はな、佐藤　蒼良、藤澤　心花
写真部　推奨　「水平線の向こう側に・・・」佐藤　煌音
　　　　　　　「朝露に濡れて」小玉　颯太
　　　　　　　「日本の四季彩」本多　快成　

文 化 部 活 動文 化 部 活 動

　　前列左から：佐々木雫葉、菊地珠羽 
　　後列左から：中山蓮翔、武石陽太、古畑元暉、梶原彩人

INTERVIEW
熱戦を繰り広げた夏の甲子園秋田県大会から 
５ヶ月余り。 
厳しい練習を乗り越え、やり切った選手たちと 
チームを支えたマネージャーたちは気持ちも 
新たにそれぞれの目標に向かっていた。 
野球にかけた３年間を振り返り3年生代表の 
４名とマネージャー２名に心境を聞いた。 
　　　　　　 
　　　　　　　インタビュー：2022年12月1日

野 球 部 　3年生
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〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　 　  秋田県立秋田南高校内
電　　  話：018－833－7431
同窓会HP：http://www.akitaminami.net/

た。今年は地球全体が寒いんですね〜
　地球人類を３年間苦しめた新型肺炎は５類に引き下
げられるとのことでやっと解放されるか〜？と期待す
るところではありますが、今度は地球自体が大きな感染
症にかかった様子ですかね。地球くんも一週間程度の自
宅待機で治ってもらうことを期待して、本日も水抜きを
忘れずに会社から帰ります。　　　　　岩田幸久（21期）

今年の冬は・・・寒い寒い！
　１月下旬には最低気温−8.6℃、最高気温
−3.8℃の日があったようで、この日は全国的
にも様々な交通障害が発生した様子です。
　私事ではありますが、当社の一部の店舗も、
なんと！水が出ない（汗）！トイレが流れない
（汗汗）！！そんな水道凍結が起きてしまいま
した！

　数日後に何とか専門業者様の力で無事に開通し、その
技術に本当に感謝です（涙）
　今週、アメリカ北東部では−78℃を記録して「火星より
寒い」と観測史上最低気温のニュースも流れていまし

チーム戦・新ペリア方式（チーム４名又は３名のうち
上位３名のネット合計スコアで決定）

順 位 チーム名 氏　　　名 グロス/ネット

優 勝 剣道部OB・白
福田昭典/越前屋潤
佐々木真直/佐藤健司

232／220.0

準 優 勝 チームブラス
仲谷廣/小松徹

桑原一夫/中村純也
297／222.6

第 三 位 ななまる会
佐々木創太/森川洋平
星野訓/浅野健一

270／223.2

個人戦・新ペリア方式（グロス／ネット）

優 勝 仲谷　　廣 　1期 89／71.0

準 優 勝 高橋　文広　28期 80／71.6

第 三 位 森本　大治　 9期 79／71.8

第 四 位 高橋　善健　11期 96／72.0

第 五 位 佐々木創太　25期 77／72.2

第 十 位 鎌田　　一　 1期 78／73.2

　2022年９月25日（日）、西日本・沖縄で記録的な被害を
もたらした台風15号が前日に太平洋方面に過ぎ去り、天
高き秋空にめぐまれ絶好のゴルフ日和になりました。
　一昨年、昨年に続きコロナ禍の影響で表彰式懇親会な
しの開催となりましたが、最終的に28チーム103人の参
加をいただき盛会に開催することができました。
　前中等部教頭の鐙先生や東京など県外からも多数参
加いただき、大変嬉しく幹事一同御礼申します。
　母校が2022年に創立60周年を迎えるにあたり、当日
１人1,000円の寄付金を募ったところ、全参加者から賛
同を得、南翔ゴルフ同好会として103,000円を同窓会に
寄付することができました。
　また、10月15日（土）あきた芸術劇場ミルハスで開催さ
れた記念式典において、「南翔ゴルフ同好会」が長年にわ
たる継続的な活動を認められ、同窓会特別表彰をいただ
きました。これも今まで参加された同窓生の皆様、幹事
事務局の皆様、初代伊藤健一会長、二代佐藤竹昭会長の
ご協力ご尽力に感謝申し上げます。
　今大会も和気あいあいのなか、体調不良者や怪我人も
なく無事終了し、次回の再会を期し散会となりました。
　なお、競技は１ラウンド18ホールの新ペリア方式のた
め、個人及び団体戦の成績表は翌日の郵送、順位該当賞
品は宅急便でのお届けとなりました。
＊当会は平成14年２月９日に秋田南高校同窓会の承認

をいただいて活動しています。

2022南翔ゴルフ同好会2022南翔ゴルフ同好会

2023年南翔ゴルフコンペ開催概要！
皆様のご参加お待ちしています

開催日時　2023年9月24日（日曜日）で調整中
会　　場　南秋田カントリークラブ
参 加 枠　アウト15組　イン15組　120名
　　　　　（参加者増の場合1～2組増枠可能）
南翔ゴルフ同好会に登録済みの皆様には2023年6月頃ご
案内状を発送します。

南翔ゴルフ同好会　会長　宮腰　壽（６期）

受付風景

「令和５年度総会・南翔の集い」
日時：令和５年７月22日（土）
　　　総会16：30　南翔の集い18：00
会場：秋田キャッスルホテル

ベストグロス（男性）

福田昭典 20期 74
Out37
in37

ベストグロス（女性）

加藤達子 12期 88
Out43
in45


